
JP 2014-509944 A5 2015.8.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公表番号】特表2014-509944(P2014-509944A)
【公表日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2014-021
【出願番号】特願2013-552598(P2013-552598)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ  35/26     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  28/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   3/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ   35/26     ３１０Ｄ
   Ｃ２２Ｃ   28/00     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｋ    3/34     ５１２Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月24日(2015.6.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　第１２の具体的な実施形態では、組成物２０は、約４重量％～約６重量％のスズと、約
１．０重量％～約２．０重量％のアンチモンと、約０．１重量％～約２重量％の銅と、約
０．１重量％～約１．０重量％のニッケルと、約８４重量％～約８６重量％のインジウム
と、約１重量％～約２重量％の銀と、約０．２重量％～約１重量％の亜鉛と、約０．００
１重量％未満の量から約０．１５重量％のゲルマニウムとを含み、例えば、約５．３１重
量％のスズと、約１．５２重量％のアンチモンと、約１．０７重量％の銅と、約０．１５
重量％のニッケルと、約８５．５６重量％のインジウムと、約１．４５重量％の銀と、約
０．４６重量％の亜鉛と、約０．００１重量％未満の量のゲルマニウムとを含む。この具
体的な実施形態の融点（溶融温度：液相線温度）は約１４０℃であり、固相線温度は約１
３２．４℃であった。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　第１８の具体的な実施形態では、組成物２０は、約８重量％～約１０重量％のスズと、
約２．０重量％～約５．０重量％のアンチモンと、約２重量％～約４重量％の銅と、約０
．５重量％～約３．０重量％のニッケルと、約７９重量％～約８２重量％のインジウムと
、約２重量％～約４重量％の銀と、約０．０１重量％～約１重量％の亜鉛と、約０．００
１重量％未満の量から約０．１５重量％のゲルマニウムとを含み、例えば、約９．０３重
量％のスズと、約３．４３重量％のアンチモンと、約３重量％の銅と、約０．９５重量％
のニッケルと、約８０．５７重量％のインジウムと、約３．３２重量％の銀と、約０．１
重量％の亜鉛と、約０．００１％未満の量のゲルマニウムとを含む。この具体的な実施形
態の融点（溶融温度：液相線温度）は約１４１．６７℃であり、固相線温度は約１３０．
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３０℃であった。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　ニッケルおよび銅は、他の元素との組み合わせにより、処理温度の所望の上昇を含め、
全体的な性能に寄与し、さらに、指定の処理条件下での機械特性にも寄与する。ニッケル
および銅は、例えば、０．０３重量％などの少量加えた場合であっても有効であり得る。
これらの量は、ニッケルについて一般的に許容される不純物量（０．０１％）より多く、
銅について、銅回路を含む印刷回路基板にはんだ付けを行う場合を除き、一般的に許容さ
れる銅不純物の濃度よりも多い。アンチモンは、他の元素と組み合わせて、所望の温度範
囲の達成に寄与する。アンチモンは、例えば、０．１重量％などの少量加えた場合であっ
ても効果を発揮することができる。亜鉛は、他の元素と組み合わせて、処理温度を実質的
に下げることなく、合金の強度の向上に寄与する。亜鉛は、例えば、０．３重量％などの
少量加えた場合であっても有効であり得、この量は、亜鉛について一般的に許容される不
純物量（０．００３％）よりも多い。ゲルマニウムは、その抗酸化特性により、他の元素
との組み合わせにおいて、はんだ組成物の加工性に寄与することができ、その効果は、場
合によって、はんだ組成物中での検出が容易でない場合でも発揮される。ゲルマニウムは
、少量（例えば、０．０１重量％以下）が添加された場合でも効果を発揮できる。
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